
令和６年東根市議会第４回定例会 一般質問発言通告書 

 

令和６年12月５日（木）午前10時開議 

番 号 質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答 弁 者 

１ 
元木十四男 

議   員 

１．食料安全保障に係

る本市の米生産の現

状について 

１．本年５月、「農政の憲法」とも言われる「食料・

農業・農村基本法」が四半世紀、実に25年ぶりに

改正された。食料安全保障を基本理念の柱として

位置づけ、これまでの「食料の確保（食料の安定供

給）」に加えて、「良質な食料が合理的な価格で安定

的に供給され、かつ、国民一人一人がこれを入手で

きるようにする」ことを含む内容へと再整理され

るなど、食料安全保障についての考え方が抜本的

に強化された。 

また、農業生産基盤などの確保のための農産物

の輸出促進といった、新たな視点も追加され、さら

に担い手不足を解消するためデジタル技術を活か

した「スマート農業」を促進させることなどが盛り

込まれた。そこで、以下の点を伺う。 

（１）今年の米不足（令和の米騒動）と本市への影響

について 

（２）生産の目安や米の増産について 

（３）食料安全保障に対する本市の取組について 

（４）将来の農用地利用を示す地域計画の進捗につ

いて 

市   長 

２ 
植松  宏 

議   員 

１．会計年度任用職員

の処遇改善について 

１．全国の自治体や一部事務組合で働く非正規職員

が年々増え、その割合は、昨年の４月で職員全体の

５人に１人を占め、今や自治体業務には欠かせな

い人材となっている。非正規職員の多くが、任期が

１年未満の会計年度任用職員として採用されてお

り、賃金面でも低水準が目立つが、今後、他企業と

人材確保を競い合う中、公共サービスの担い手確

保からも処遇改善が求められるのではないか。つ

いては以下の項目について伺う。 

（１）本市の定員管理に関する基本方針について 

（２）会計年度任用職員の公募について 

（３）会計年度任用職員の給与、休暇等の処遇につい

て 

市   長 



番 号 質 問 者 質 問 事 項 質 問 要 旨 答 弁 者 

２ 
植松  宏 

議   員 

２．小中学校の通学路

の安全確保について 

 

１．小中学校の通学路の安全確保について 

  通学路の安全確保については、市教育委員会、道

路管理者、地元交通安全協会等の各機関により生

徒・児童の安全のために尽力されていることとは

思うが、事故を未然に防ぐためにも常日頃からの

点検活動が求められるものである。令和３年には

千葉県八街市で下校中の小学生の列にトラックが

衝突し、５名が死傷するという痛ましい事故が発

生している。本市の生徒・児童を事故から守るため

にも、以下の項目について市の対応を伺う。 

（１）通学路の危険個所の把握について 

（２）通学路の危険個所に対する市の対応について 

市   長 

 

教 育 長 

３ 
福永 邦幸 

議   員 

１．地域資源を活かし

た、さくらんぼ東根

温泉の観光振興につ

いて 

１．明治43年開湯のさくらんぼ東根温泉は、かつて

は27軒の旅館が立ち並び、湯治場として栄えてい

た。観光業全体が団体旅行から小旅行へ、インバウ

ンド観光客の増加へとシフトしていく中で、さく

らんぼ東根温泉を取り巻く環境は大きく変化して

いる。さくらんぼ東根温泉協同組合は、コワーキン

グスペースＣ＆Ｃひがしねと連携し勉強会を開く

など、観光振興に向けて努力を続けているが、物価

高騰や景気後退のあおりを受け苦戦しており、強

い危機感を抱いている。 

第５次東根市総合計画第３章第５節に、さくら

んぼ東根温泉の活性化に向けての取組が謳われて

いる。さくらんぼ東根温泉は、コロナの影響もあり

危機的な状況にあるが、本市の現状認識と今後の

方針について伺う。 

市   長 

４ 
髙橋 光男 

議   員 

１．旧神町小学校跡地

利活用及び北村山公

立病院建替えについ

て 

１．土田市長は７期目の公約として、①国道48号の

整備促進、②北村山公立病院の建替え、③旧神町小

学校跡地の利活用（保育所移転、検診センター誘

致）を掲げ、その実現に向け取り組んでいると承知

しているが、特に、今年10月１日号の市報におい

て「北村山公立病院建替え及び旧神町小学校跡地

問題一歩前進」と述べていることから、改めてその

進捗状況及び今後の予定等を伺う。 

市   長 
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４ 
髙橋 光男 

議   員 

２．高齢者福祉の充実

について～地域共生

社会の実現に向けて

～ 

１．本市を取り巻く情勢は、少子高齢化を伴う人口減

少の顕在化、核家族化、感染症の発生などにより大

きく変化し、市民のニーズも複雑・多様になってい

る。これらを踏まえ、高齢者福祉、特に認知症高齢

者（軽度認知障害を含む）の現状・課題及び住み慣

れた地域でいきいきと暮らすための高齢者施策の

状況等を伺う。 

市   長 


